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が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
行
，
■
十
・ｒ
は

不
明
の
ま
ま
で
あ
る
ｃ

軍
事
基
地

・
兵
靖
基
地
構
想

基
地
化
の
た
め
防
衛
省
が
示
し
た

の
は
、
①
民
間
企
業
を
誘
致
し
武
器

弾
薬
を
含
む
装
備
品
の
製
造

・
整
備

工
場
建
設
、
②

ヘ
リ
ポ
ー
ト

・
物
資

集
積
場
な
ど
の
防
災
拠
点
作
り
、
艦

隊
の
配
備
と
訓
練
場
建
設
、
③
岸
壁

の
整
備
、
港
湾
機
能
強
化
だ

つ
た
。

２５
年
３
月
、
防
衛
省
は
、
跡
地
を

１２

の
ゾ
ー
ン
に
分
け
る
図
面
の
最

終
案
を
４
者
協
議
に
提
出
し
た
。
し

か
し
、
最
終
案
に
お
い
て
も
、
未
定

部
分
が
あ
る
上
、
①
民
間
企
業
誘
致
、

②
無
人
機
製
造
設
備
等
の
名
称
を
記

載
す
る
の
み
で
、
手
書
き
の
絵
に
毛

が
生
ぇ
た
よ
う
な
も
の
だ

つ
た
。

基
地
化
反
対
の
市
民
運
動
の
発
生

２４
年
４
月
に
は

「日
鉄
跡
地
問
題

を
考
え
る
会
」
が
発
足
し
、
市
民

ヘ

の
説
明
会
を
求
め
る
署
名
を
開
始
。

弾
薬
庫
の
配
置
や
土
地
の
汚
染
状
況

を
聞
く
公
開
質
問
状
を
出
し
た
。
ま

一
．■
衛
ど
三
」
〓Ｔ

子
十
二
て
一三
一一ｒ
一一妥

〓
〓
二
、‥
■
嗜
三
二
三
二
モ
一́一〓一　
二
、
」
色
〓

数
々
の
問
題
点

市
民
運
動
側
は
ず
さ
ん
な
決
定
に

対
し
多
く
の
問
題
を
指
摘
し
て
い
る
ｃ

Ｏ
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

市
街
地
に
大
規
模
な
施
設
を
建
設

す
る
た
め
、
振
動
や
騒
音
、
交
通

ヘ

の
影
響
な
ど
、
周
辺
住
民
の
生
活
環

境

へ
の
影
響
を
調
査
し
、
納
得
を
得

る
必
要
が
あ
り
長
期
間
を
要
す
る
。

○
汚
染
土
壌
の
処
理

法
律
上
、
日
鉄
に
は
汚
染
を
完
全

に
除
去
し
た
上
で
引
き
渡
す
義
務
が

あ
る
。
旧
施
設
の
撤
去
だ
け
で
も
最

低
５
年
を
要
す
る
上
、
戦
後
の
埋
め

立
て
で
醸
成
さ
れ
た
軟
弱
地
盤
が
大

半
を
占
め
る
。
そ
の
す
べ
て
の
地
点

で
数

ｍ
深
く
汚
染
調
査
を
行
う
だ
け

で
も
数
年
、
除
去
す
る
に
は
そ
の
数

倍
を
要
し
、
そ
の
時
に
は
時
代
が
変

ゎ

っ
て
い
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

○
ェ
場
跡
地
の
ゾ
ー
ン
分
割
計
画

軍
事
機
密
を
理
由
に
し
て
か
、
防

衛
省
は
各
ゾ
ー
ン
の
面
積
は
も
ち
ろ

ん
、
施
設
の
内
容
、
建
設
時
期
を

一

切
示
そ
う
と
し
な
い
。
ゾ
ー
ン
に
は

自
紙
部
分
や
将
来
構
想
部
分
も
あ
り
、

云
確
雇
一一・す
ガ
・デ
多
一垣
き
て
予
三
１

二

．
．
ミ
．
．
■
、ｆ
な
「
≒
．　
ン
一ケ
一
一
、
」
い一Ｔ
一民
・
し

Ξ
民
も
納
得
さ
せ
ら
れ
な

い
．

○
大
麗
女
島
の
弾
薬
庫

工
場
跡
地
は
市
街
地
に
近
い
た
め
、

火
薬
取
締
法
の
保
安
距
離
限
度
内
に

す
る
た
め
に
は
弾
薬
庫

の
規
模
が
限

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
防
衛
省
は
、
ト

マ
ホ
ー
ク
な
ど
の
ミ
サ
イ
ル
を
大
量

保
有
す
る
主
要
弾
薬
庫
と
し
て
、
呉

湾
内
の
大
麗
女
島

（お
お
う
る
め
じ

ま
）
を
決
定
し
た
。

し
か
し
対
岸
の
海
上
保
安
大
学
の

目
の
前
で
、
わ
ず
か
３
０
０

ｍ
し
か

離
れ
て
お
ら
ず
、
す
ぐ
裏
に
住
宅
地

帯
も
あ
る
。
法
律
上
１
棟
で
最
大

４０

ト
ン
が
限
度
と
さ
れ
、
か
つ
保
安
距

離
５
５
０

ｍ
を
義
務
付
け
ら
れ
る
の

で
法
規
定
を
満
足
で
き
な
い
。
加
え

て
火
薬
庫
設
立
の
た
め
に
は
山
を
削

っ
て
平
地
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
呉

市
長
の
許
可
を
必
要
と
す
る
。

○
米
軍
弾
薬
庫
の
存
在

現
在
呉
市
に
は
、
江
田
島
の
秋
月

弾
薬
庫
Ｌ
広
地
区
の
弾
薬
庫
が
あ
る
。

隣
の
東
広
島
市
に
あ
る
東
洋

一
の
川

上
弾
薬
庫
を
含
め
、
フ
エ
リ
ー
桟
橋

横
の
米
軍
弾
薬
廠
司
令
部
が
管
理
し

て
い
る
。
司
令
部
の
工
場
跡
地

へ
の

移
一一一
■
計
．〓
〓
一
二
て
，ゴ
ｒ
■
、
日
衛

一啄
ご
否
三
二
一千
（三
「ｉ
ニ
ユ
が
設
置
さ

れ
、
海
自
の
弾
薬
庫
と
併
せ
て
米
国

共
用
化
す
れ
ば
、
よ
り
大
規
模
と
な

り
、
爆
発
事
故
の
危
険
、
有
事
の
際

攻
撃
さ
れ
る
危
険
性
が
増
大
す
る
。

〇

一
括
購
入
に
要
す
る
法
的
手
続
き

以
上
の
問
題
点
が
ク
リ
ア
さ
れ
て

初
め
て
土
地
の
取
得
理
由
と
価
格
評

価
が
可
能
と
な
り
、
防
衛
省
は
必
要

書
類
を
財
務
省
に
提
出
す
る
。
財
務

省
の
審
査
を
経
て
予
算
案
が
国
会
に

提
出
さ
れ
承
認
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

市
民
に
対
し
て
何
ら
説
明
が
な
い

ま
ま
水
面
下
で
行
わ
れ
た
日
鉄
と
防

衛
省
の
交
渉
、
広
島
県
と
呉
市
ト
ツ

プ
間
の
奇
妙
な
合
意
の
先
行
。
住
民

抜
き
の
頭
越
し
合
意
に
対
し
市
民
の

疑
念
は
く
す
ぶ
つ
て
い
る
。

数
年
前
、
呉
の
町
が
米
軍
の
無
差

別
爆
撃
に
よ
り
壊
滅
す
る
様
子
を
描

ぃ
た
ァ
ニ
メ

「
こ
の
世
界
の
片
隅
に
」

が
大
ヒ
ツ
ト
し
た
。
映
画
は
史
実
に

基
づ
き
呉
市
民
の
心
情
を
描
い
て
い

た
。
再
度

「標
的
の
町
」
に
な
る
こ

と

へ
の
懸
念
は
根
強
い
。

（元
愛
媛
大
学
教
授
本
田
博
利
氏
の

文
章
を
参
考
に
し
た
。
編
集
部
）
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